
研究概要と成果

環境政策等への貢献
本プロジェクトにおいては、高性能プラスチックかつ環境中の物理刺激により生分解性プラ
スチックへと構造変換するナイロンを未利用紙パルプを原料として得るバイオベースプロセス
を確立した。その海洋生分解性も科学的に証明した。これにより、海洋プラスチックごみに対
する環境政策に貢献し、同時に未利用廃棄物の有効利用に関する政策および海洋生分解性評価
の標準化における政策にも貢献できる。
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